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はじめに：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
音楽に内在する人の心に直接訴える力を用いて、日々在宅で音楽に触れる事の少ない利用者に対して、音楽活動行って、発語を引き出したり、物忘れ症状の改善進行防止になって、生活を楽しむ事が期待できるのではないかと考え研究に取り組んだ。

方法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
訪問看護を受けている利用者を対象とし訪問時にはCDをかけて一緒に歌ったり楽器を用いて一緒に演奏したり音楽に関する言葉かけをして音楽活動を展開する。介入前後に生活健康スケール、GBSスケールをとり評価する。　　

結果：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事例では曲にまつわる質問をすると、的を得た返事が返ってきた。教師をしている頃を思い出したような言葉も出た。事例では不定愁訴が減り人前でハーモニカ演奏する事で自分自身に自信が生まれた。施設での人間関係も良くなっていった。事例３では歌詞を思い出して手拍子を取って歌ったり、便管理の時にも大声を出されなくなった。スケールでは前後で大きな変化はみられなかった。　

考察：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
音楽を聞くことで過去の生涯の中の出来事を思い出して自分の気持ちを言葉にして表現されたと考えられる。言葉を発する事で家族にも喜こび与える事につながっていた。音楽に触れる回数が増えていくうちに不定愁訴が減り精神的安定が生まれQOLの向上に結びついていった。元気な頃の利用者の姿に出会うことで介護者に喜びを与えることにつながった。　　

まとめ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
音楽活動を通じて言葉を引き出し、本人以上に家族に喜びを与え介護を継続していく気持ちを強めることにつながった。訪問看護という限られた時間ではあるが、音楽活動のみならずいろいろな方法を通してその人の残存機能の維持向上に結びつく看護を継続していきたい。　　
